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令和６年度富士宮市総合防災訓練実施計画 

 

 
１ 目 的 

大規模地震の発生を想定した総合防災訓練を実施することにより、市の災害対策本

部機能を強化し、防災関係機関と連携した地域の救援体制を整備するとともに、自主

防災組織と消防団等の協働による地域防災力の向上を図る。 

 

２ 重点項目 

⑴  市の災害対策本部機能の強化 

収集した情報の処理・伝達、対策の指示、関係機関への応援要請・調整等、初動

期の災害応急対策を実践し、手順の検証、課題の抽出等によって、災害対策本部運

営の改善を図る。 

 

⑵  自主防災組織と消防団等の協働による地域防災力の向上 

自主防災組織と消防団・事業所・学校・病院・ボランティア等の協働による避難

訓練、救出・救助訓練、負傷者のトリアージ訓練等を実施することにより、「自助」、

「共助」による地域防災力の向上を図る。 

 

３ 訓練の構成 

⑴  富士宮市総合防災訓練（本部運営訓練） 

ア 日時 

９月１日（日） 午前８時 30 分から正午まで 

イ 参加機関 

・ 国（国土交通省・自衛隊） 

・ 県（警察） 

・ 災害時応援協定締結団体 

・ ライフライン機関 

・ 市・市消防本部・市消防団 

ウ 内容 

・ 災害状況の情報収集及び災害応急対策の実施 

・ 災害対策本部会議の開催 

・ 関係機関との情報伝達、対策調整の実施 

・ 被害状況、災害対策の広報資料作成 

 

⑵  自主防災組織等主体の訓練 

ア 日程 ９月１日（日） 

※ 地域の都合により、訓練日時の変更有り。 

イ 内容 

市又は、自主防災組織及び学校等が定める計画により、別紙「令和６年度富士



 

 

 

宮市総合防災訓練 訓練事例一覧」を参考にして、担当業務や地域特性に合った

効果的な防災訓練を計画し、実施する。 

 

４ 訓練の想定 

⑴ 富士宮市総合防災訓練（本部運営訓練） 

９月１日（日）午前７時 30 分に駿河トラフから南海トラフにかけて、Ｍ９の大

規模地震が発生、市内で最大震度６強を観測し、市内全域で甚大な被害が発生した

ことを想定する。 

 

⑵ 自主防災組織等主体の訓練 

９月１日（日）午前８時 30 分に駿河トラフから南海トラフにかけて、Ｍ９の大

規模地震が発生し、市内では最大震度６強を観測する。 

 

※ 被害の規模は、「第４次地震被害想定結果」に準拠する。 

 

５ 訓練内容等（本部運営訓練） 

「令和６年度富士宮市総合防災訓練（本部運営訓練）実施要領(案)」による。 

 

６ 広 報 

市民に対し、報道機関等への情報提供、広報紙「広報ふじのみや」、市ホームペー

ジ等を活用して、「自助」「共助」における総合防災訓練について広報し、市民の防災

意識の高揚を図る。 

 

７ 中止対応 
    

市内に災害等が発生し、又は発生するおそれがある場合、市民の安全確保を最優先

して適切な状況判断により対応することとするが、原則は次による。 

なお、訓練を中止、又は変更をする必要が生じた場合は、同報無線・職員参集シス

テム（職員のみ）で周知徹底を図る。 
  

⑴ 南海トラフ地震臨時情報が発表された場合 

⑵ 市内に震度４以上の地震が発生した場合 

⑶ 気象警報及び特別警報が発表された場合 

⑷ 富士山の火山活動に異常が認められた場合 

⑸ その他、中止することが必要と判断される事象が生じた場合 

 




